
桜川市真壁町上谷貝

１月２０日 木部の修理が
          終わりました



【第４回】　今回の修理で確認された墨書

 

修理は調査の機会でもあります。特に建物には普段は隠れて見えない場所が数多くあ

りますので、修理を行うと、これまで知られていなかった新たな発見があります。

 今回は茅を全て下ろしたので、内部がよく見えるようになりました。棟木の中央に

享保８年(1723)４月の墨書がありました。同年１１月の棟札が残っていますので、４

月に棟上げをして、１１月に完成ということでしょうか。

 二重虹梁の内側には、大工や木挽の名前がありました。棟札と同じで、大工は棟梁

が下館の島村（養蚕小学校の南）の杉山八右衛門、仕手（棟梁の下で働く大工）が上

谷貝の藤田半助、惣右衛門、多兵衛、木挽が原方の藤田甚五左衛門です。
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 今回は茅葺きの葺き替え時期が近付いていて準備を始めていたのですが、令和６年

３月末の暴風で、鹿島神社の本殿に境内の木が倒れて屋根を傷め、枝は屋根を突き

破ってしまいました。

 木を撤去したところ、傾いていた神社の建物はまっすぐに戻ったのですが、屋根の

穴はもちろん直りません。茅を下ろすと、桔木（はねぎ）が横にずれ、野地板に穴が開

き、飛檐垂木（ひえんだるき）が２本折れていました。今回、これも修理しました。

 折れた部分のすぐ脇の垂木２本を見ると、墨書がありました。１本は殆ど読み取れ

ないのですが、もう１本には修理の費用や人数、名前などが書いてありました。

 柱や貫、垂木などの部材に位置を示す「いろは」や数字、記号が書かれる場合はあ

るのですが、普段は絶対に見えない垂木の隠れている部分にこういう内容が書いてあ

ることは珍しいです。
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